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シリーズチャペル＜人間を考える＞
　

本
日
の
チ
ャ
ペ
ル
講
話
の
テ
ー
マ
は
、

日
本
人
の
好
む
名
前
の
特
徴
が
過
去
一
世

紀
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か

に
つ
い
て
で
す
。「
名
前
」
に
は
、
人
間

社
会
の
伝
統
文
化
や
自
然
に
対
す
る
価
値

観
が
子
に
対
す
る
親
の
願
望
を
通
し
て
具

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
あ
る
社
会

の
命
名
法
の
特
徴
を
考
察
す
る
と
、
そ
こ

に
帰
属
す
る
人
々
の
一
般
的
な
自
然
観
や

人
・
事
物
に
対
す
る
価
値
観
が
垣
間
見
え

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
学
生
の
名

前
を
漢
字
表
記
だ
け
で
読
む
こ
と
が
年
々

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
最
近
気

付
い
た
か
ら
で
す
。
例
え
ば
「
太
陽
」
と

書
い
て
「
サ
ン
」
と
読
ま
す
の
な
ど
は
難

読
の
い
い
例
で
す
。
読
む
と
い
う
よ
り
も

読
ま
せ
る
の
で
す
が
、
現
在
、
人
名
漢
字

の
読
み
方
に
は
法
的
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
戸
籍
に
読
み
方
は
記
載

さ
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　

で
は
、
日
本
人
の
好
む
名
前
は
実
際
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
を
調
査
す
る
た
め
に
、
明
治

安
田
生
命
が
毎
年
発
表
す
る
「
年
別
人
気

名
ベ
ス
ト
10
」（
１
９
１
２
〜
２
０
２
０

年
）
を
資
料
と
し
て
利
用
し
ま
し
た
。
人

気
名
上
位
10
は
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
確

か
に
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
人
気
度
が

最
も
高
い
と
い
う
事
実
を
考
慮
す
る
と

「
平
均
的
日
本
人
が
事
物
や
社
会
に
対
し

て
も
つ
価
値
観
を
代
表
し
て
い
る
名
前
」

と
呼
べ
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
九
一
二
年
か
ら
の
デ
ー
タ
を
十
年
か

ら
二
十
年
の
間
隔
で
見
て
み
る
と
、
確
か

に
時
代
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
戦
前
の
男
子
名
は
、
一
字
名
（
清
、

正
、茂
）
と
二
字
名
（
正
一
、一
郎
、三
郎
）

が
半
々
で
し
た
が
、
後
者
の
場
合
、
出
生

順
を
示
す
数
字
が
多
用
さ
れ
ま
し
た
（
輩

行
名
）。
ま
た
、
大
正
元
年
と
昭
和
元
年

に
は
元
号
改
正
の
影
響
で
、
そ
れ
ぞ
れ

「
正
」と「
昭
」の
人
気
が
起
き
ま
し
た
。

そ
し
て
一
字
名
の
場
合
は
、
形
容
詞
と
動

詞
の
終
止
形
を
使
う
の
が
特
徴
で
す
（
実

る
、勇
む
、勝
る
、弘
し
、博
し
、清
し
）。

一
方
、
女
子
名
で
は
、
漢
字
と
仮
名
（
主

に
片
仮
名
）
の
使
用
が
半
々
で
、
仮
名
の

場
合
は
必
ず
２
文
字
（
チ
ヨ
、
タ
キ
）
で

し
た
。
男
子
と
違
い
、
濁
音
は
決
し
て
使

わ
れ
な
い
の
が
特
徴
で
、
出
生
順
と
も
無

縁
で
す
。
こ
の
時
代
の
女
子
名
で
注
目
す

べ
き
は
、
一
九
二
一
年
か
ら
必
ず
止
め
字

に
「
子
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
以
後
、
一
九
五
六
年
ま
で
つ
づ

き
ま
す
。

　

戦
中
は
、
男
子
名
で
は
す
べ
て
一
字
名

と
な
る
時
期
が
あ
り
、
し
か
も
軍
国
主
義

時
代
を
反
映
し
て
勇
ま
し
い
名
前
が
増
加

し
た
こ
と
が
特
徴
で
す
（
進
、
勝
、
勲
、

功
、勇
、武
）。
一
方
、女
子
名
も
同
様
で
、

勝
子
、
節
子
、
和
子
、
幸
子
が
人
気
を
博

し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
困
難
な
時

期
だ
か
ら
こ
そ
つ
け
ら
れ
た
名
前
と
い
え

ま
す
。
動
詞
か
ら
派
生
の
名
前
で
は
、
男

子
名
と
は
異
な
り
、
連
用
形
が
主
体
と
な

り
ま
す
（
萌
え
、
叶
え
）。

　

最
後
に
、
上
で
言
及
し
た
「
な
ぜ
男
子

名
は
終
止
形
で
、
女
子
名
は
連
用
形
な
の

か
？
」
と
い
う
問
い
に
答
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
私
の
推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
考

え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、
終
止
形
動
詞
の

主
語
に
は
活
動
（
行
動
）
の
主
体
性
が
与

え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
（
例
：
ぼ
く
は

目
標
に
向
か
っ
て
「
す
す
む
（
進
）」）、

連
用
形
動
詞
を
含
む
述
部
の
主
語
は
他
者

（
父
）
で
あ
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か (

例
：
私
は
娘
に

願
い
を
「
か
な
え
」
て
ほ
し
い)

。
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